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法
相
応
の

教
法
は

法
華
本
門

で

あ
る

こ

と
が

説
か
れ
て

い

る
。

し
た
が
っ

て

特
に
公
家
奏

聞
の

際
に

は
、

日

蓮
が

説
い

た
末
法
相
応
の

法
華
経
へ

の

帰
依
の

必
要
性
を
よ

り
明

確
に

示
す
た

め、

本
書
を

副
進
し
た
と
考
え
ら

れ
る

。

そ
し
て

先
師
申
状
の

副
進
は、

日

興
門
流
に

よ

る

諌
暁
の

継
続
性

を

示
す
た

め

だ

と

推
測
さ
れ
る

。

　
前
述
の

通
り、

日
興
滅
後
の

日

興
門
流
に

お
け
る

諌
暁
活
動
は
、

特
に

日
興
入
滅
直
後
十
数
年
間
に

集
中
し
て

見
ら

れ
る。

そ
の

間
に
諌
暁
を
行

っ

た

門
下
は

大
石
寺
三
丗
日
目、

四
世
日
道、

五

世
日
行、

北
山
本
門
寺

二

世
日

妙、

西
山
本
門
寺
三

世
日
代
・

日
善
・

円
助
〔

三

師
連
名
で

中
状

を

提
出）
、

京
都
要
法
寺
四
世

日
尊、

保
田

妙
本
寺
四

世

日
郷
が

確
認
さ

れ
る

。

こ

の

内
凵
目
は

日

興
入

滅
の

年
に、

日
行
は

日
道

入
滅
の

翌

年

に
、

日

妙
と
円

郷
は

日
興
・

日
目
の

年
回
忌
に
あ
た
る

年
に

諌
暁
を

行
っ

て

お

り
、

こ

れ

ら

の

諌
暁
は

先
師
へ

の

報
恩
の

意
味
合
い

を

含
め

て

行
わ

れ
た
も
の

と

考
え
ら
れ

る
。

ま
た
こ

れ

ら

の

諌
暁
の

成

果
に

つ

い

て

は

不

明
な
点
が

多
い

が
、

康
永
四

年
（

＝
二

四

五
）
．

二

月
の

日

郷

申
状
に

は
、

日
蓮
・

日

興
・

凵

目
の

諫
暁
は
公

家
武

家
土ハ
に

受
容
さ
れ
な
か
っ

た

旨
が

記
さ
れ
て

い

る
。

し
か

し

先

師
の

諌
暁
が

受

容
さ

れ
な
か
っ

た
こ

と
が

、

日
興
門
流
諸
師
に

と
っ

て

は、

か
え
っ

て

さ
ら

な
る

国
家

諌
暁
へ

の

発
奮

材
料
と

な
っ

た
の

で

は

な
い

だ
ろ

う
か

。

　
こ

の

よ

う
に

円

興

滅
後
の

日

興
門
流
に

お

け
る

国
家
諌
暁
は、

立
正

安

国
の

理
想
実
現
の

た
め

に

日
蓮
と

日

興
の

遣
志
を
継
承
し、

先
師
が

為
し

得
な
か
っ

た

工
城
教

化
を
自
ら
果
た
そ

う
と

い

う
使
命
感
の

も
と

に

行
わ

れ
た
。

再
二

に
わ

た

る

申
状
提
出
の

史
実
は
、

国
家
諌
暁
が
日
興
門
流
の

教
化
活
動
に

お
け
る
一

つ

の

大
き
な
目
標
で

あ
っ

た

こ

と

を
如
実
に

物
語

っ

て

い

る
。

編
年
体
御
書
目

録

『

祖
書
目
次
』

の

書
誌
学
的

研
究

木

　
村
　
中

　

日

蓮
教

学
・

教
団

史
上
で

、

そ
の

教
義
と

信

仰
は、

日
蓮

聖

人
（

以

下、

聖
人

と

記
す）

の

記
さ
れ
た

「

遺
文
」

を

基
と

し
て

成
り
立
っ

て

い

る
こ

と

は

言
う
ま

で

も
な
い

。

遺
文
継
承
は

真
筆、

写
本、

刊

本
と

そ
の

形
態
を

時
代
の

流

れ
と

共
に

変
え
て

い

く
。

そ

の

流
れ
の

中
で
、

大
き
な

役
割
を

果
た

し
た

の

が

集
成
本
の

存
在
で

あ
り、

第
一

次
集
成
本
「
録
内

御
書』
、

第
二

次

集
成
本

『

録
外
御
書』

は、

今
も
な
お
そ

の

詳
細
に

つ

い

て

多
く
の

論
点
を

有
し
て

い

る
。

そ

し

て

先
に

も

述
べ

た

よ

う
に

時
代

の

流
れ

と

共
に
、

近
世
に
お

い

て

こ

の

第
一

次

集
成

本
「
録
内
御
書
』

は

写
本
に

て

の

伝
来
か

ら

刊
本
に

よ

る

伝
来
と

姿
を

変
え
世
に

流
布
し
て

行

く
。

こ

の

よ

う
な

集
成
本
の

遺
文
配
置
は

、

教

義
上

重
要
で

あ
る

遺

文
か

ら

優
先
に

配
置
さ

れ

て

い

る

よ

う
に

見

受
け
ら
れ

る
。

し
か

し

近
世
中
期

よ

り
そ

れ
と
は

異
な

る

遺
文
配
置、

つ

ま
り
聖
人
の

生

涯
に

沿
っ

て

順
番

に

遺

文
配

置
が

な
さ

れ

た

「

編
年
体
御

書
目
録
」

が

集
成
さ

れ
、

教
学
・

教
団
史
上
に

て

新
た

な

展
開
を

見
る

の

で

あ
る

。

こ

の

「

編
年
体
御
書
目

録
」

は

先

師

先
学
が

総

合
的
に

各
目
録

を
考

察
し

て

い

る

が
、

個
別
の

「

編

年
体
御
書
目

録
」

に

つ

い

て

の

成
立

の

意
義

な
ど

に

つ

い

て

検

討
は

な
さ
れ
て

い

な
い

。

そ
こ

で

本
発

表
は
「

編
年

体
御

書
目

録
」

の

中
で

も

初
め
て

刊

本
化
さ
れ
世
に

流

布
し、

後
の

教
学
史
に

大
き
な

影
響
を

与
え

た

『

新
撰
祖
書
目
次
』

（
『

祖
書
目
次
』

）

に

つ

い

て

管
見
な

が
ら
検
討
し、

三
種
の

異
本
に

お
け
る

遺
文
配
置
の

差
異
を
確
認
す
る

こ

と

に

よ

り
、

そ

の

各
本
の

成
立
に
つ

い

て

考
察
し
た

。
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今
回
比

較
対

照
と
し

た
の

は

 
安
永
八

年
に

刊
行
さ
れ
た

収
録
遺

文
数

三

百
五

十
五

編
の

『

祖
書

目
次

』

（

以

下、

「

安
永

本
』

と

略
記

す
）

、

．
 

弘
化
＝ ．
年
（

一

八

四

六
）

に

改
刻
さ

れ
た

収
録
遺
文

数
三

百
五

十
八

編
の

弘
化
改

訂
本
『

祖
書
目

次
』

（
以

下、

『

弘
化
改
訂

本
』

と

略
記

す
）

、

さ

ら
に

新
た
に

確
認
す
る

こ

と

が
で

き
た

 
常
忍
寺
寄
贈
日

蓮

教
学
研
究
所

架
蔵
写
本
『

祖
書
年
序
新
目
録
』

（
収

録
遺
文

数
＝ ．
百
五
十
一

編
。

以
下、

『

常
忍
寺

本
」

と

略
記

す
）

の

三

本
の

異
本
で

あ
る

。

　
こ

れ
ら
三

種
の

『
祖
書
目
次
』

の

遺
文
配
置
を
比

較
検
討
し
た

結
果、

A
「

安
永
本
』

・
『

弘
化
改
訂
本
』

同
一

記
載、

「

常
忍

寺
本
』

記
載
な
し

B
『

弘

化
改
訂

本
』

・
『

常
忍
寺
本
』

同
一

記

載、

『

安
永
本
隔

記
載
な
し

C
『

安

永
本
』

・
『

常
忍
寺
本
』

同
一

記
載、

『

弘
化
改

訂
本
』

記
載
な
し

D
『

安

永
本
』

の

み

記
載

E
『

弘

化
改
訂

本
』

の

み

記
載

F
『

常

忍
寺
本』

の

み

記

載

と
以
上
の

六

点
の

事
が

指
摘
で

き
た

。

こ

れ
ら

結
果
よ

り、

（

一
）

『

常
忍

寺
本
』

は

「

安
永

本
』

を

底
本
と

し
た

可

能
性
が

高
い

。

　
　
（
B
・

C
に

よ

る
）

（
二
）

『

常
忍
寺

本
』

は

h

弘
化
改
訂

本
』

成
立
以

前
に

書
写
さ
れ

た
か

、

　
　

あ
る

い

は

弘
化
改
訂
本
に

依
っ

て

い

な
い

。

（
B
・

E
に

よ

る
）

（一、
一）

「

常
忍
寺
本
』

は

安
永
本
〜

弘
化
改
訂
本
の

間
に

成
立
し
た

可

能
性

　
　
が

高
い

。

と
、

結
果
と

し

て

三

本
の

異
本
の

成
立
に

つ

い

て

右
記
の

三

点
が

挙
げ
ら

れ

る
。

　
鈴
木
一

成
氏
が
こ

の

『

祖
書
日
次
』

に

つ

い

て

指
摘
し
て

い

る

「

こ

の

三

部
は

出
版
後

間
も
な
く
火
災
の

為
板
木
を
焼
失、

絶

版
と

な
っ

て

い

た
」

の
．

文
、

つ

ま
り

安
永

本
は
そ
の

出

版
部
数
が

少
な
く
希
少
で

あ
っ

た
、

ま
た

当
時
刊
本
も

書
写
さ
れ
る

こ

と
が

多
く
あ
っ

た

こ

と

よ

り
『

常
忍
寺

本
』

の

筆
者
は

『

安
永

本
』

を
た
だ

書
写
す
る

だ

け
で

な
く
自
ら
の

見
解

を

踏
ま
え
、

『

祖
書
目
次
』

（
『

安
永
本
』

）

の

異
本
を
作
製
し、

そ
れ
を

受

容
し
て

い

た

こ

と
が

指
摘
で

き
る

の

で

あ
る

。

そ
れ
は
ま
た

日
英
に

よ

る

弘
化
年
間
の

改
訂
を
受

け
て

は

い

な
い

な
が

ら

も
同
一

部
分
も
見
受
け
ら

れ、

こ

の

こ

と

よ

り
『

常
忍
寺
本
』

の

筆
者
は

か
な
り
の

学
僧
（
も
し
く

は

在
家
知
識
人
）

で

あ
っ

た

と

推
察
で

き
る

の

で

あ
る

。

近
代
日

蓮
仏
教
と

生

命
言
説

　

−
日

蓮

系
新
宗
教
の

救
済
観
の

比

較

大
　
西

　
克

　
明

　

本
報
告
は、

近
代
に

お
け
る

日
蓮
仏
教
と

生

命、
言

説
と
の

関

連
に

つ

い

て
、

日

蓮

系
新

宗
教
の

「

生
命
」

に

つ

い

て

の

言
説
比

較
か

ら
、

そ
の

性

質
を
明
ら
か

に

し
よ

う
と

す
る

も
の

で

あ
る

。

　

我
が

国
の

新

宗
教
研
究
に
お
い

て、

仏
教

系
新
宗
教
を

含
む

新
宗
教
に

通

底
す
る

教
え
の

構
造
と
し
て

「

生
ム

叩
王

義
的
救
済
観
」

が

指
摘
さ
れ
て

き
た

。

そ
れ

は、

豊

饒
な
産
出
力
に

満
ち
た

宇
宙
団

生

命
と

い

う
世
界
観

で

あ
り

、

根
源
的
生

命
と
の

調
和
の

回

復
が

目
指
さ

れ

る

よ

う
な
救
済
観

で

あ
る

。

　
だ
が

、

本
報
告
で

は、

生

命
主

義
的

救
済
観
の

検
討
事
例
の

対
象
と
な

ら

な
か

っ

た

本
門
仏
立
講
と

、

検
討
さ
れ
た

創
価
学
会
と
の

比
較
を
通
し

て

再
検
討
し、

R
蓮

仏
教
と
生
命

言
説
と
の

関
連
に

つ

い

て

明
ら
か
に

し

た

い
。
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